
 

 

農農業業・・農農村村のの活活性性化化をを⽬⽬指指ししてて  
−令和7(2025)年度農林⽔産祭天皇杯等受賞者事例紹介− 

 
農林⽔産業者の技術改善・経営発展の意欲の⾼揚を図るた

め、効率的な農業経営や地域住⺠によるむらづくり等を⾏っ
ている事例のうち、その内容が優れており、広く社会の称賛
に値するものについては、毎年度、秋に開催される農林⽔産
祭式典において天皇杯等が授与されています1。ここでは、令
和7(2025)年度の天皇杯等の受賞者を紹介します。 

 
令令和和77((22002255))年年度度農農林林⽔⽔産産祭祭天天皇皇杯杯受受賞賞者者  

 

 
1 過去1年間(令和6(2024)年7⽉〜令和7(2025)年6⽉)の農林⽔産祭参加表彰⾏事において、農林⽔産⼤⾂賞を受賞した453点の中から

決定。選賞部⾨は、掲載5部⾨のほか、林産部⾨、⽔産部⾨を加えた7部⾨ 

  
〇〇園園芸芸部部⾨⾨  〇〇経経営営((パパンンジジーー、、ビビオオララ、、カカリリブブララココアアほほかか))    
〇〇群群⾺⾺県県⾼⾼崎崎市市

た か さ き し
  〇〇佐佐藤藤

さ と う
  勲勲

いさお
ささんん  

 
佐藤勲さんは、⾼度な栽培管理技術、園芸店への直接販売、独⾃に育成

したオリジナル品種の商品化、戦略的なマーケティング等の取組により、
⾼収益を実現しています。消費者が購⼊した後もきれいに咲き続ける品質
の⾼い花壇苗の⽣産が可能な灌⽔

かんすい
技術を確⽴したほか、⾼品質な苗の⽣産

に取り組む群⾺県内の⽣産者と連携し、園芸店へ直接販売する仕組みを構
築し、園芸店から品質の信頼を獲得することで、⽣産者主導の価格設定で
の全量注⽂⽣産を実現しています。 

また、主要顧客を対象に⾒学会を開催し、参加したインフルエンサーに
よるSNSを通じた商品の紹介が商品PRに貢献しているほか、ファンの声を
新品種育成に反映することでブランド価値を向上させています。 

独独⾃⾃品品種種とと⾼⾼度度なな栽栽培培技技術術、、戦戦略略的的ななママーーケケテティィンンググでで⾼⾼収収益益をを実実現現  

  
〇〇農農産産・・蚕蚕⽷⽷部部⾨⾨  〇〇経経営営((⼤⼤⾖⾖))  〇〇⼭⼭形形県県天天童童市市

て ん ど う し
  

〇〇株株式式会会社社おおししのの農農 場場
のうじょう

  ((代代表表  押押野野
お し の

  和和幸幸
かずゆき

ささんん))  
 

株式会社おしの農場は、経営⾯積の拡⼤と将来の経営継承を⾒据え、ス
マート農業技術を積極的に導⼊し、経験や性別を問わず作業しやすい環境
づくりと作業の省⼒化を図っています。このような取組はSNS等で情報発
信しています。 

また、集落農地の約3分の1を同社から2km圏内に集積し、作業を効率化
しているほか、実需者から需要のある⼤⾖品種「⾥のほほえみ」を栽培し、
⾼収量かつ⾼品質な⽣産を実現しています。今後は、経営や栽培管理につ
いて次世代への経営継承を進めるとともに、コスト削減や収量の安定化、
社員の技術平準化、⼈材育成等にも⼒を⼊れていく考えです。 

ススママーートト農農業業技技術術ととととももにに切切りり拓拓くく地地域域のの持持続続可可能能なな農農業業  

農農林林⽔⽔産産祭祭天天皇皇杯杯受受賞賞者者  

 

 

 

 

 

  
〇〇むむららづづくくりり部部⾨⾨  〇〇むむららづづくくりり活活動動  〇〇宮宮城城県県本本吉吉郡郡

もとよしぐん
南南 三三 陸陸 町町
みなみさんりくちょう

  
〇〇⼊⼊⾕⾕

い り や
のの⾥⾥⼭⼭活活性性化化協協議議会会  ((代代表表  阿阿部部

あ べ
  國國

くに
博博
ひろ

ささんん))  
 
⼊⾕地区では、東⽇本

ひがしにほん
⼤震災以前から、地域にある⾃然の恵みや伝統⽂

化を⽣かした学びの場の提供や交流促進を図り、農作業体験等の体験プロ
グラムの開発や、グリーン・ツーリズムにも⼒を⼊れています。震災から
10年という節⽬の令和3(2021)年に、地域の住⺠が、若者を中⼼とした⼈
材育成や新たな事業創出等に動き出し、⼊⾕の⾥⼭活性化協議会が発⾜し
ました。 

同協議会には⼊⾕地区の「⾷・体験・宿泊」を担うことができる各種施
設や団体が加盟しており、農業⽣産⾯では、農業体験施設での農作業や収
穫の体験を通じた同町外からの来訪者との交流促進とファンづくりを⾏っ
ています。⽣活・環境整備⾯では旧中学校校舎をモノづくり体験もできる
⼯房として活⽤するなどしており、地域資源や⼈材を⽣かしたむらづくり
に取り組んでいます。 

海海とと⼭⼭のの絆絆でで苦苦難難をを超超ええてて  次次世世代代ににししななややかかににつつななぐぐ  

  
〇〇多多⾓⾓化化経経営営部部⾨⾨  〇〇経経営営((⽔⽔稲稲))  〇〇北北海海道道芦芦別別市市

あ し べ つ し
  

〇〇株株式式会会社社芦芦別別
あしべつ

RRIICCEE
ラ イ ス

  ((代代表表  沼沼⽥⽥
ぬ ま た

  哲哲男男
て つ お

ささんん))  
 

株式会社芦別RICEは、平成27(2015)年に⽶の輸出を始め、⾹港、シンガ
ポール、⽶国と輸出先を広げ、令和6(2024)年には協⼒農家を含め1,287t
の⽶を輸出しています。 

輸出先国・地域の拡⼤に向けては、農機メーカーによる⽞⽶輸出との連
携、国際認証の取得、精⽶施設整備等を⾏っており、新規の販路開拓とと
もに輸出量を伸ばしています。 

また、ロボット⽥植機や無⼈トラクタ等の導⼊により、⼤区画整備され
た⽔⽥で、代かきと⽥植作業の時間を半減させるとともに、新技術に関⼼
を持つ若者を積極的に雇⽤し、⼥性社員の意⾒を取り⼊れた商品開発や広
報に取り組んでいます。 

⽶⽶輸輸出出のの道道をを農農家家33⼈⼈でで切切りり拓拓きき、、輸輸出出をを通通じじてて地地域域のの活活性性化化にに貢貢献献  

  
〇〇畜畜産産部部⾨⾨  〇〇経経営営((⾁⾁⽤⽤鶏鶏))  〇〇⾼⾼知知県県幡幡多多郡郡

は た ぐ ん
⼤⼤⽉⽉町町
おおつきちょう

  
〇〇株株式式会会社社ヤヤママニニフファァーームム  ((代代表表  井井上上

いのうえ
  孝孝

たか
秀秀
ひで

ささんん))  
 

株式会社ヤマニファームは、畜産DXの導⼊や耕畜連携、⾁⽤鶏のブラン
ド化等に取り組み、創業時から7.4倍の規模拡⼤に成功しています。  

常時飼料を備蓄できる基地により飼料費の削減を実現しているほか、畜
産DXについては、⾁⽤鶏の飼育に必要なデータをデジタル化・⾒える化し
て飼育管理マニュアルを作成し、管理者全体で共有することで、⽣産成績
を向上させています。さらに、地域で⽣産された飼料⽤⽶、アニマルウェ
ルフェアに配慮した⾷⿃処理施設での加⼯等を条件とした⾁⽤鶏をブラン
ド化し、地域の産物としているほか、鶏ふんを活⽤して、地域の耕畜連携
を実現するとともに、堆肥を活⽤したレモン栽培とブランド化を展開して
います。 

飼飼育育管管理理ののDDXX化化・・耕耕畜畜連連携携・・ブブラランンドド化化がが好好循循環環すするる⾁⾁⽤⽤鶏鶏経経営営  
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農農業業・・農農村村のの活活性性化化をを⽬⽬指指ししてて  
−令和7(2025)年度農林⽔産祭天皇杯等受賞者事例紹介− 

 
農林⽔産業者の技術改善・経営発展の意欲の⾼揚を図るた

め、効率的な農業経営や地域住⺠によるむらづくり等を⾏っ
ている事例のうち、その内容が優れており、広く社会の称賛
に値するものについては、毎年度、秋に開催される農林⽔産
祭式典において天皇杯等が授与されています1。ここでは、令
和7(2025)年度の天皇杯等の受賞者を紹介します。 

 
令令和和77((22002255))年年度度農農林林⽔⽔産産祭祭天天皇皇杯杯受受賞賞者者  

 

 
1 過去1年間(令和6(2024)年7⽉〜令和7(2025)年6⽉)の農林⽔産祭参加表彰⾏事において、農林⽔産⼤⾂賞を受賞した453点の中から

決定。選賞部⾨は、掲載5部⾨のほか、林産部⾨、⽔産部⾨を加えた7部⾨ 

  
〇〇園園芸芸部部⾨⾨  〇〇経経営営((パパンンジジーー、、ビビオオララ、、カカリリブブララココアアほほかか))    
〇〇群群⾺⾺県県⾼⾼崎崎市市

た か さ き し
  〇〇佐佐藤藤

さ と う
  勲勲

いさお
ささんん  

 
佐藤勲さんは、⾼度な栽培管理技術、園芸店への直接販売、独⾃に育成

したオリジナル品種の商品化、戦略的なマーケティング等の取組により、
⾼収益を実現しています。消費者が購⼊した後もきれいに咲き続ける品質
の⾼い花壇苗の⽣産が可能な灌⽔

かんすい
技術を確⽴したほか、⾼品質な苗の⽣産

に取り組む群⾺県内の⽣産者と連携し、園芸店へ直接販売する仕組みを構
築し、園芸店から品質の信頼を獲得することで、⽣産者主導の価格設定で
の全量注⽂⽣産を実現しています。 

また、主要顧客を対象に⾒学会を開催し、参加したインフルエンサーに
よるSNSを通じた商品の紹介が商品PRに貢献しているほか、ファンの声を
新品種育成に反映することでブランド価値を向上させています。 

独独⾃⾃品品種種とと⾼⾼度度なな栽栽培培技技術術、、戦戦略略的的ななママーーケケテティィンンググでで⾼⾼収収益益をを実実現現  

  
〇〇農農産産・・蚕蚕⽷⽷部部⾨⾨  〇〇経経営営((⼤⼤⾖⾖))  〇〇⼭⼭形形県県天天童童市市

て ん ど う し
  

〇〇株株式式会会社社おおししのの農農 場場
のうじょう

  ((代代表表  押押野野
お し の

  和和幸幸
かずゆき

ささんん))  
 

株式会社おしの農場は、経営⾯積の拡⼤と将来の経営継承を⾒据え、ス
マート農業技術を積極的に導⼊し、経験や性別を問わず作業しやすい環境
づくりと作業の省⼒化を図っています。このような取組はSNS等で情報発
信しています。 

また、集落農地の約3分の1を同社から2km圏内に集積し、作業を効率化
しているほか、実需者から需要のある⼤⾖品種「⾥のほほえみ」を栽培し、
⾼収量かつ⾼品質な⽣産を実現しています。今後は、経営や栽培管理につ
いて次世代への経営継承を進めるとともに、コスト削減や収量の安定化、
社員の技術平準化、⼈材育成等にも⼒を⼊れていく考えです。 

ススママーートト農農業業技技術術ととととももにに切切りり拓拓くく地地域域のの持持続続可可能能なな農農業業  

農農林林⽔⽔産産祭祭天天皇皇杯杯受受賞賞者者  

 

 

 

 

 

  
〇〇むむららづづくくりり部部⾨⾨  〇〇むむららづづくくりり活活動動  〇〇宮宮城城県県本本吉吉郡郡

もとよしぐん
南南 三三 陸陸 町町
みなみさんりくちょう

  
〇〇⼊⼊⾕⾕

い り や
のの⾥⾥⼭⼭活活性性化化協協議議会会  ((代代表表  阿阿部部

あ べ
  國國

くに
博博
ひろ

ささんん))  
 
⼊⾕地区では、東⽇本

ひがしにほん
⼤震災以前から、地域にある⾃然の恵みや伝統⽂

化を⽣かした学びの場の提供や交流促進を図り、農作業体験等の体験プロ
グラムの開発や、グリーン・ツーリズムにも⼒を⼊れています。震災から
10年という節⽬の令和3(2021)年に、地域の住⺠が、若者を中⼼とした⼈
材育成や新たな事業創出等に動き出し、⼊⾕の⾥⼭活性化協議会が発⾜し
ました。 

同協議会には⼊⾕地区の「⾷・体験・宿泊」を担うことができる各種施
設や団体が加盟しており、農業⽣産⾯では、農業体験施設での農作業や収
穫の体験を通じた同町外からの来訪者との交流促進とファンづくりを⾏っ
ています。⽣活・環境整備⾯では旧中学校校舎をモノづくり体験もできる
⼯房として活⽤するなどしており、地域資源や⼈材を⽣かしたむらづくり
に取り組んでいます。 

海海とと⼭⼭のの絆絆でで苦苦難難をを超超ええてて  次次世世代代ににししななややかかににつつななぐぐ  

  
〇〇多多⾓⾓化化経経営営部部⾨⾨  〇〇経経営営((⽔⽔稲稲))  〇〇北北海海道道芦芦別別市市

あ し べ つ し
  

〇〇株株式式会会社社芦芦別別
あしべつ

RRIICCEE
ラ イ ス

  ((代代表表  沼沼⽥⽥
ぬ ま た

  哲哲男男
て つ お

ささんん))  
 

株式会社芦別RICEは、平成27(2015)年に⽶の輸出を始め、⾹港、シンガ
ポール、⽶国と輸出先を広げ、令和6(2024)年には協⼒農家を含め1,287t
の⽶を輸出しています。 

輸出先国・地域の拡⼤に向けては、農機メーカーによる⽞⽶輸出との連
携、国際認証の取得、精⽶施設整備等を⾏っており、新規の販路開拓とと
もに輸出量を伸ばしています。 

また、ロボット⽥植機や無⼈トラクタ等の導⼊により、⼤区画整備され
た⽔⽥で、代かきと⽥植作業の時間を半減させるとともに、新技術に関⼼
を持つ若者を積極的に雇⽤し、⼥性社員の意⾒を取り⼊れた商品開発や広
報に取り組んでいます。 

⽶⽶輸輸出出のの道道をを農農家家33⼈⼈でで切切りり拓拓きき、、輸輸出出をを通通じじてて地地域域のの活活性性化化にに貢貢献献  

  
〇〇畜畜産産部部⾨⾨  〇〇経経営営((⾁⾁⽤⽤鶏鶏))  〇〇⾼⾼知知県県幡幡多多郡郡

は た ぐ ん
⼤⼤⽉⽉町町
おおつきちょう

  
〇〇株株式式会会社社ヤヤママニニフファァーームム  ((代代表表  井井上上

いのうえ
  孝孝

たか
秀秀
ひで

ささんん))  
 

株式会社ヤマニファームは、畜産DXの導⼊や耕畜連携、⾁⽤鶏のブラン
ド化等に取り組み、創業時から7.4倍の規模拡⼤に成功しています。  

常時飼料を備蓄できる基地により飼料費の削減を実現しているほか、畜
産DXについては、⾁⽤鶏の飼育に必要なデータをデジタル化・⾒える化し
て飼育管理マニュアルを作成し、管理者全体で共有することで、⽣産成績
を向上させています。さらに、地域で⽣産された飼料⽤⽶、アニマルウェ
ルフェアに配慮した⾷⿃処理施設での加⼯等を条件とした⾁⽤鶏をブラン
ド化し、地域の産物としているほか、鶏ふんを活⽤して、地域の耕畜連携
を実現するとともに、堆肥を活⽤したレモン栽培とブランド化を展開して
います。 

飼飼育育管管理理ののDDXX化化・・耕耕畜畜連連携携・・ブブラランンドド化化がが好好循循環環すするる⾁⾁⽤⽤鶏鶏経経営営  
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令令和和77((22002255))年年度度農農林林⽔⽔産産祭祭内内閣閣総総理理⼤⼤⾂⾂賞賞受受賞賞者者 
部⾨ 出品財 住所 ⽒名等 

農産・蚕⽷ 経営(茶) 宮崎県⻄⾅杵郡
にしうすきぐん

五ヶ瀬町
ご か せ ち ょ う

 
株式会社宮

みや
﨑
ざき

茶房
さ ぼ う

 
(代表 宮

みや
﨑
ざき

 亮
あきら

さん) 

園芸 経営(モモ、ブドウ、カキ) ⼭梨県 南
みなみ

アルプス市
し

 
有限会社M

エム
. A
エー

. C
シー

. Orchard
オ ー チ ャ ー ド

 
(代表 飯野

い い の
 公⼀

こういち
さん) 

畜産 経営(養豚) ⼤分県⽵⽥市
た け た し

 
有限会社荻町

おぎまち
⾼原
こうげん

綜合
そうごう

農 場
のうじょう

 
(代表 ⼯藤

く ど う
 厚

あつ
憲
のり

さん) 

多⾓化経営 
経営(⽔稲、露地野菜、施
設野菜) 

愛知県知多郡
ち た ぐ ん

阿久⽐町
あ ぐ い ち ょ う

 
有限会社千

せん
姓

しょう
 

(代表 都築
つ づ き

 興
こう

治
じ

さん) 

むらづくり むらづくり活動 福井県今⽴郡
いまだてぐん

池⽥町
いけだちょう

 
農事組合法⼈ 
農
のう

村
そん

資
し

源
げん

開
かい

発
はつ

共
きょう

同
どう

体
たい

 
(代表 ⼭

やま
﨑
ざき

 広美
ひ ろ み

さん) 
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部⾨ 出品財 住所 ⽒名等 

農産・蚕⽷ 経営(⼩⻨、⼆条⼤⻨) 佐賀県佐賀市
さ が し

 
東与賀
ひ が し よ か

農事組合法⼈  
(代表 德

とく
久
ひさ

 繁樹
し げ き

さん) 

園芸 経営(スイカ) ⽯川県⾦沢市
か な ざ わ し

 
JA⾦沢市

か な ざ わ し
砂丘地集出荷場  

⻄⽠部会(代表 太平
た い ら

 武⼠
た け し

さん) 

畜産 経営(酪農) 北海道紋別郡
もんべつぐん

興 部 町
おこっぺちょう

 
有限会社冨⽥

と み た
ファーム  

(代表 冨⽥
と み た

 泰
やす

雄
お

さん) 

多⾓化経営 
経営(酪農、飼料稲、⼆条
⻨ほか) 

佐賀県嬉野市
う れ し の し

 
有限会社ナカシマファーム  
(代表 中島

なかしま
 ⼤貴

ひろたか
さん) 

むらづくり むらづくり活動 ⿅児島県霧島市
き り し ま し

 
⽵⼦
た か ぜ

地区コミュニティ協議会  
(代表 岩切

いわきり
 正信

まさのぶ
さん) 

 
令令和和77((22002255))年年度度農農林林⽔⽔産産祭祭内内閣閣総総理理⼤⼤⾂⾂賞賞受受賞賞者者((⼥⼥性性のの活活躍躍)) 

部⾨ 出品財 住所 ⽒名等 

⼥性の活躍 ⼥性の活躍 福岡県みやま市
し

 德
とく

永
なが

 順⼦
じゅんこ

さん 
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部⾨ 出品財 住所 ⽒名等 

⼥性の活躍 ⼥性の活躍(にんにく) ⻘森県三⼾郡
さんのへぐん

三⼾町
さんのへまち

 
農業⽣産法⼈ 株式会社よしだや  
(代表 吉⽥

よ し だ
 清華

さ や か
さん) 

 

 

 
利利用用者者ののたためめにに  
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